



１３歳 (さい)以上 (いじょう)の未成年者 (みせいねんしゃ)の患者 (かんじゃ)さまへ


変形性 (へんけいせい)関節症 (かんせつしょう)及び関節 (かんせつ)腔 (くう)を対象 (たいしょう)とした自家 (じか)多血小板 (たけっしょうばん)血漿 (けっしょう)（自家 (じか)PRP (ＰＲＰ)）注入 (ちゅうにゅう)による治療 (ちりょう)についての説明書 (せつめいしょ)
















猿渡整形外科スポーツリハクリニック

当院の施設管理者：	 　猿渡　知行　
本治療の実施責任者: 　 猿渡　知行　

施術担当医師：	 　猿渡　知行  

	「自家 (じか)PRP療法 (りょうほう)を受ける (うける)１３歳 (１３さい)以上 (いじょう)の未成年 (みせいねん)の患者 (かんじゃ)さまへ」
１３歳 (１３さい)以上 (いじょう)の未成年 (みせいねん)の患者 (かんじゃ)さまが自家 (じか)PRP療法 (りょうほう)を受 (う)ける場合 (ばあい)。＊代諾者 (だいだくしゃ)の同意 (どうい)が必要 (ひつよう)です。
そのため、患者 (かんじゃ)さまと代諾者 (だいだくしゃ)の方 (かた)に自家 (じか)PRP療法 (りょうほう)の内容 (ないよう)を説明 (せつめい)した上で、患者 (かんじゃ)さま本人 (ほんにん)の意思 (いし)を聞きます (ききます)。
説明 (せつめい)の途中 (とちゅう)でもわからないことがあれば、担当 (たんとう)医師 (いし)やスタッフに遠慮 (えんりょ)なく聞 (き)いてください。
自家 (じか)PRP療法 (りょうほう)を行う (おこなう)かは、患者 (かんじゃ)さまと代諾者 (だいだくしゃ)の方 (かた)の自由 (じゆう)な意思 (いし)によって決める (き)もので、誰 (だれ)かに強要 (きょうよう)されるものではありません。
自家 (じか)PRP療法 (りょうほう)を拒否 (きょひ)されても、不利 (ふり)な扱い (あつかい)を受ける (うける)ことはありません。
＊代諾者 (だいだくしゃ)：患者 (かんじゃ)さまの両親 (りょうしん)など法律 (ほうりつ)で決められた (きめられた)親権者 (しんけんしゃ)


13歳 (さい)以上 (いじょう)の未成年者 (みせいねんしゃ)さまへ

～患者 (かんじゃ)さまご自身 (ごじしん)の血液 (けつえき)成分 (せいぶん)を用いた (もちいた)治療 (ちりょう)～
（Platelet-Rich Plasma（PRP）の注入 (ちゅうにゅう)による治療 (ちりょう)）

PRPとは？
　血液 (けつえき)の中 (なか)には、傷 (きず)を治す (なおす)働き (はたらき)を持つ (もつ)「血小板 (けっしょうばん)」という成分 (せいぶん)があります。この血小板 (けっしょうばん)を
高濃度 (こうのうど)に凝縮 (ぎょうしゅく)し活性化 (かっせいか)させたものが、PRP：Platelet (Ｐｌａｔｅｌｅｔ)- (－)Rich (Ｒｉｃｈ) Plasma (Ｐｌａｓｍａ)（多血小板 (たけっしょうばん)血漿 (けっしょう)）です。
　PRPにはたくさんの成長 (せいちょう)因子 (いんし)が含まれて (ふくまれて)いて、細胞 (さいぼう)の成長 (せいちょう)を促進 (そくしん)する力 (ちから)があります。
当院 (とういん)で使用 (しよう)するPRPは高濃度 (こうのうど)の白血球 (はっけっきゅう)を含む (ふくむ)L-PRP(Leucocyte-PRP)です。
この力 (ちから)が、人 (ひと)の本来 (ほんらい)持って (もって)いる治癒 (ちゆ)能力 (のうりょく)や組織 (そしき)修復 (しゅうふく)能力 (のうりょく)・再生 (さいせい)能力 (のうりょく)を最大限 (さいだいげん)に引き出し (ひきだし)、傷んだ (いたんだ)関節 (かんせつ)軟骨 (なんこつ)・靭帯 (じんたい)などの治癒 (ちゆ)をうながすと考えられて (かんが)います。

PRP治療 (ちりょう)について
　患者 (かんじゃ)さまご自身 (ごじしん)の血液 (けつえき)から作製 (さくせい)したPRPを患部 (かんぶ)に注入 (ちゅうにゅう)する治療 (ちりょう)です。
　患者 (かんじゃ)さまご自身 (ごじしん)の血液 (けつえき)を用いる (もちいる)ため、免疫 (めんえき)反応 (はんのう)の起きる (おきる)可能性 (かのうせい)は極めて (きわめて)低い (ひくい)と考えられます (かんがえられます)。
また、採血 (さいけつ)と注入 (ちゅうにゅう)のみで終わる (おわる)ため、患者 (かんじゃ)さまの体 (からだ)への負担 (ふたん)も少なくて (すくなくて)済みます (すみます)。
　治療 (ちりょう)効果 (こうか)や効果 (こうか)の持続 (じぞく)期間 (きかん)には個人差 (こじんさ)があります。

治療 (ちりょう)の流れ (ながれ)
　治療 (ちりょう)は日帰り (ひがえり)で終わります (お)。原則 (げんそく)として麻酔 (ますい)は必要 (ひつよう)ありません。
[image: research_a19][image: sick_chuusya][image: 関節痛画像.png][image: CPC204]②血液を遠心分離機にかけ、PRPを
作製します。
③　PRPを患部に
注入します。
1. 患者様の血液を
約10〜20mL
取ります。










※治療 (ちりょう)当日 (とうじつ)は入浴 (にゅうよく)をお控 (ひか)えください。　

【はじめに】
この書類 (しょるい)には、13歳 (さい)以上 (いじょう)の未成年 (みせいねん)の患者 (かんじゃ)様 (さま)が当院 (とういん)で自家 (じか)多血小板 (たけっしょうばん)血漿 (けっしょう)（自家 (じか)PRP）注入 (ちゅうにゅう)療法 (りょうほう)を受けて (うけて)いただくに当たって (あたって)、ご理解いただきたい (ごりかいいただきたい)こと、知って (し)おいていただきたいこと、ご注意 (ちゅうい)いただきたいことについての説明 (せつめい)が書かれて (か)います。
内容 (ないよう)をよくお読み (よ)になり、ご不明 (ごふめい)な点 (てん)がありましたら遠慮 (えんりょ)なくお尋ね (たずね)ください。
· 本治療 (ほんちりょう)「変形性 (へんけいせい)関節症 (かんせつしょう)及び (および)関節腔 (かんせつくう)を対象 (たいしょう)とした自家 (じか)多血小板 (たけっしょうばん)血漿 (けっしょう)療法 (りょうほう)」は、保険 (ほけん)適用外 (てきようがい)の診療 (しんりょう)（自由 (じゆう)診療 (しんりょう)）です。
· 細胞 (さいぼう)採取 (さいしゅ)を行う (おこなう)医療 (いりょう)機関 (きかん)：猿渡整形外科スポーツリハクリニック
· 細胞 (さいぼう)の採取 (さいしゅ)をする医師 (いし)：猿渡　知行
· 本治療 (ほんちりょう)での成果 (せいか)により、画期的 (かっきてき)な発見 (はっけん)等 (とう)があった場合 (ばあい)に生じる (しょうじる)特許権 (とっきょけん)等 (とう)の知的 (ちてき)財産権 (ざいさんけん)は、医師 (いし)や医療 (いりょう)機関 (きかん)に属します (ぞく)。本治療 (ほんちりょう)では、その権利 (けんり)は医療法人源算会 (いりょうほうじんげんさんかい)猿渡 (さるわたり)整形 (せいけい)外科 (げか)スポーツリハクリニックに帰属 (きぞく)し、患者 (かんじゃ)さまには帰属 (きぞく)しないことをご了承 (りょうしょう)ください。また、知的 (ちてき)財産 (ざいさん)に該当 (がいとう)する情報 (じょうほう)に関して (かんして)はご希望 (きぼう)があった場合 (ばあい)でも開示 (かいじ)できませんのでご了承 (りょうしょう)ください。
· 本治療 (ほんちりょう)は、日本 (にほん)先進 (せんしん)医療 (いりょう)医師会 (いしかい)特定 (とくてい)認定 (にんてい)再生 (さいせい)医療 (いりょう)等 (とう)委員会 (いいんかい)（TEL03-6433-0845）（NA8160004）において提供 (ていきょう)計画 (けいかく)新規 (しんき)審査 (しんさ)を受 (う)け厚生 (こうせい)労働 (ろうどう)大臣 (だいじん)に再生 (さいせい)医療 (いりょう)等 (とう)提供 (ていきょう)計画 (けいかく)を提出 (ていしゅつ)して提供 (ていきょう)されています。
・	この書類 (しょるい)をお読み (およみ)になり、説明 (せつめい)を受 (う)けた後 (あと)、この治療 (ちりょう)を受 (う)けることも受 (う)けないことも患者 (かんじゃ)さまの自由 (じゆう)です。
・	治療 (ちりょう)に同意 (どうい)された後 (あと)で、治療 (ちりょう)を受けない (うけない)ことを選択 (せんたく)されたり、他 (た)の治療 (ちりょう)を希望 (きぼう)される場合 (ばあい)も、患者 (かんじゃ)さまが不利益 (ふりえき)をこうむることはございません。
・投与 (とうよ)までの間 (かん)でしたらいつでも治療 (ちりょう)を中止 (ちゅうし)することが可能 (かのう)です。
・	患者 (かんじゃ)さまには治療 (ちりょう)に関する (かんする)情報 (じょうほう)の詳細 (しょうさい)を知る (しる)権利 (けんり)があります。ご不明 (ふめい)な点 (てん)がありましたら遠慮 (えんりょ)なくお尋 (たず)ねください。





1. PRP注入 (ちゅうにゅう)療法 (りょうほう)とは	
PRPとは、Platelet-Rich Plasmaを略した (りゃく)名称 (めいしょう)です。日本語 (にほんご)では多血小板 (たけっしょうばん)血漿 (けっしょう)と呼ばれて (よ)いて、血小板 (けっしょうばん)の濃縮 (のうしゅく)液 (えき)を活性化 (かっせいか)したものを指して (さ)います。
血液 (けつえき)１mm3当り (あた)に10 (１０)万 (まん)～40 (４０)万個 (まんこ)含まれる (ふくまれる)血小板 (けっしょうばん)は、血管 (けっかん)が損傷 (そんしょう)したとき損傷 (そんしょう)した場所 (ばしょ)に集 (あつ)まって止血 (しけつ)をするのですが、その際 (さい)に多量 (たりょう)の成長 (せいちょう)因子 (いんし)を放出します (ほうしゅつ)。この成長 (せいちょう)因子 (いんし)には、組織 (そしき)修復 (しゅうふく)のプロセス (ぷろせす)を開始 (かいし)する働 (はたら)きがあります。
PRP注入 (ちゅうにゅう)療法 (りょうほう)とは、PRP (ＰＲＰ)に含 (ふく)まれる成長 (せいちょう)因子 (いんし)（下 (した)に詳細 (しょうさい)を記 (しる)します）の力 (ちから)を利用 (りよう)して、人 (ひと)が本来 (ほんらい)持って (もって)いる治癒 (ちゆ)能力 (のうりょく)や組 (そ)織 (しき)修復 (しゅうふく)能力 (のうりょく)・再生 (さいせい)能力 (のうりょく)を最大限 (さいだいげん)に引 (ひ)き出 (だ)す治療 (ちりょう)です。ご自身 (じしん)の血液 (けつえき)成分 (せいぶん)だけを用 (もち)いた治療 (ちりょう)ですので、免疫 (めんえき)反応 (はんのう)が起 (お)きにくいという点 (てん)も大 (おお)きなメリットです。
一般的 (いっぱんてき)に1週間 (しゅうかん)～6か月 (かげつ)で組織 (そしき)修復 (しゅうふく)が起 (お)こり、治療 (ちりょう)後 (ご)2 (２)週間 (しゅうかん)～3 (３)か月 (かげつ)に効果 (こうか)の出現 (しゅつげん)が期待 (きたい)できます。また、繰 (く)り返 (かえ)し治療 (ちりょう)を行 (おこな)うことも可能 (かのう)です。

2. PRPに含まれる (ふくまれる)主 (おも)な成長 (せいちょう)因子 (いんし)とその働き	
・血小板 (けっしょうばん)由来 (ゆらい)成長 (せいちょう)因子 (いんし)（PDGF-aa, PDGF-ab, PDGF-bb）
細胞 (さいぼう)の複製 (ふくせい)を刺激 (しげき)します。　血管 (けっかん)形成 (けいせい)・上皮 (じょうひ)形成 (けいせい)・肉芽 (にくが)組織 (そしき)形成 (けいせい)を促進 (そくしん)します。
・形質 (けいしつ)転換 (てんかん)成長 (せいちょう)因子 (いんし)（TGF-β1, TGF-β2）
細胞外 (さいぼうがい)マトリックス (まとりっくす)形成 (けいせい)を促進 (そくしん)します。　骨 (ほね)細胞 (さいぼう)の代謝 (たいしゃ)を調節 (ちょうせつ)します。
・血 (けっ)管内皮 (かんないかわ)成長 (せいちょう)因子 (いんし)（VEGF）
血管 (けっかん)形成 (けいせい)を促進 (そくしん)します。
・線維 (せんい)芽 (が)細胞 (さいぼう)増殖 (ぞうしょく)因子 (いんし)（FGF）
内皮 (ないひ)細胞 (さいぼう)および線維 (せんい)芽 (が)細胞 (さいぼう)の増殖 (ぞうしょく)を促進 (そくしん)します。 血管 (けっかん)形成 (けいせい)を刺激 (しげき)します。

3. 治療 (ちりょう)の目的 (もくてき)	
PRP注入 (ちゅうにゅう)療法 (りょうほう)は、ご自身 (じしん)の血液 (けつえき)から抽出 (ちゅうしゅつ)した血小板 (けっしょうばん)を豊富 (ほうふ)に含む (ふくむ)血漿 (けっしょう)（PRP (ＰＲＰ)）を患部 (かんぶ)に注入 (ちゅうにゅう)することにより、患部 (かんぶ)の疼痛 (とうつう)（痛 (いた)み）の軽減 (けいげん)や、損傷 (そんしょう)した組織 (そしき)の修復 (しゅうふく)を促 (うなが)し、症状 (しょうじょう)の改善 (かいぜん)を図 (はか)ることを目的 (もくてき)とする治療 (ちりょう)です。

4. 治療 (ちりょう)の長所 (ちょうしょ)・メリット	
損傷 (そんしょう)した組織 (そしき)の治癒 (ちゆ)・修復 (しゅうふく)が促進 (そくしん)されることが期待 (きたい)されます。その結果 (けっか)、患部 (かんぶ)の疼痛 (とうつう)の軽減 (けいげん)や、損傷 (そんしょう)した組織 (そしき)の修復 (しゅうふく)が見込 (みこ)まれます。この治療 (ちりょう)のための入院 (にゅういん)・手術 (しゅじゅつ)は不 (ふ)要 (よう)で、通 (かよ)いながら治療 (ちりょう)を受 (う)けることができます。また、患者 (かんじゃ)さまご自身 (じしん)の血液 (けつえき)を使 (つか)うため、アレルギーや感染 (かんせん)の可能性 (かのうせい)は極 (きわ)めて低 (ひく)く、安全性 (あんぜんせい)の高い (たかい)治療 (ちりょう)です。実際 (じっさい)に、これまでにPRPを注入 (ちゅうにゅう)した際 (さい)の重篤 (じゅうとく)な副作用 (ふくさよう)は、これまでの国内 (こくない)・海外 (かいがい)の文献 (ぶんけん)を見て (みて)も報告 (ほうこく)されていません。

5. 治療 (ちりょう)の短所 (たんしょ)・デメリット	
この治療 (ちりょう)には個人差 (こじんさ)があり、効果 (こうか)が確実 (かくじつ)に得 (え)られるといった有効性 (ゆうこうせい)について十分 (じゅうぶん)に確立 (かくりつ)しているとは言 (い)えません。また、感染症 (かんせんしょう)を起 (お)こしている箇所 (かしょ)の治療 (ちりょう)や、神経 (しんけい)を直接 (ちょくせつ)治療 (ちりょう)することはできません。アレルギー反応 (はんのう)が起 (お)きる可能性 (かのうせい)や感染 (かんせん)のリスク、製造 (せいぞう)工程 (こうてい)でPRP (ＰＲＰ)が汚染 (おせん)するリスクは極 (きわ)めて低い (ひくい)治療法 (ちりょうほう)ですが、完全にゼロにできるものではありません。また、注射 (ちゅうしゃ)に伴 (ともな)う痛 (いた)みや腫 (は)れなどが一時的 (いちじてき)に起 (お)きることがあります。

6. 治療 (ちりょう)の方法 (ほうほう)・流 (なが)れ	
1. 問診 (もんしん)
症状 (しょうじょう)や画像 (がぞう)検査 (けんさ)などの結果 (けっか)から、この治療法 (ちりょうほう)の適応 (てきおう)かどうかを判断 (はんだん)します。
	＜この治療 (ちりょう)の適応 (てきおう)＞
変形性 (へんけいせい)関節症 (かんせつしょう)及 (およ)び関節腔 (かんせつくう)
※健康 (けんこう)状態 (じょうたい)等 (とう)により、治療 (ちりょう)を受 (う)けられない場合 (ばあい)があります。


適応 (てきおう)の場合 (ばあい)、治療 (ちりょう)を行 (おこな)う日程 (にってい)を決 (き)めます。
1. 治療 (ちりょう)（採血 (さいけつ)～注入 (ちゅうにゅう)）
PRP (ＰＲＰ)治療 (ちりょう)の具体的 (ぐたいてき)な流れ (ながれ)はつぎの通 (とお)りです。
1. 血液 (けつえき)検査 (けんさ)の採血 (さいけつ)と同じ (おなじ)ように血液 (けつえき)を採取 (さいしゅ)します。
PRP (ＰＲＰ) １～4 mlを調製 (ちょうせい)するために、約 (やく)10～20 ml採血 (さいけつ)します。
　採血量 (さいけつりょう)は、注入 (ちゅうにゅう)するPRPの量 (りょう)によって変 (か)わります。
1. 遠心 (えんしん)分離機 (ぶんりき)を使用 (しよう)して血液 (けつえき)を分離 (ぶんり)し、血小板 (けっしょうばん)が多 (おお)く含 (ふく)まれる部分 (ぶぶん)のみを取 (と)り出 (だ)してPRPを調製 (ちょうせい)します。
1. PRPを患部 (かんぶ)に注入 (ちゅうにゅう)します。
注入後 (ちゅうにゅうご)、30分 (ふん)～1時間 (じかん)は安静 (あんせい)にしていただきます。
2. PRP注入後 (ちゅうにゅうご)、数日 (すうじつ)は痛 (いた)みが強 (つよ)くなる可能性 (かのうせい)があります。
2. 治療 (ちりょう)当日 (とうじつ)の激 (はげ)しい運動 (うんどう)やマッサージなどはしないこと。
2. 治療 (ちりょう)部位 (ぶい)の感染 (かんせん)を防 (ふせ)ぐため、当日 (とうじつ)の入浴 (にゅうよく)はしないこと。

　③ 再診 (さいしん)
この治療 (ちりょう)に起因 (きいん)する疾病 (しっぺい)等 (とう)の有無 (うむ)や治療 (ちりょう)効果 (こうか)を評価 (ひょうか)します。
治療後 (ちりょうご)は経過 (けいか)観察 (かんさつ)のため、1 (１)か月後 (かげつご)、3 (３)か月後 (かげつご)、6 (６)か月後 (かげつご)にご来 (らい)院 (いん)ください。

7. 他 (た)の治療法 (ちりょうほう)との比較 (ひかく)	
この治療 (ちりょう)の適応 (てきおう)疾患 (しっかん)に対 (たい)しては、別 (べつ)の治療法 (ちりょうほう)もあります。この治療 (ちりょう)と十分 (じゅうぶん)に比較 (ひかく)し、PRP (ＰＲＰ)療法 (りょうほう)をお受 (う)けになるか否 (いな)かご検討 (けんとう)ください。
① ヒアルロン酸 (さん)注入 (ちゅうにゅう)
ヒアルロン酸 (さん)は慢性 (まんせい)の腱炎 (けんえん)に対 (たい)し、炎症 (えんしょう)を軽減 (けいげん)し、疼痛 (とうつう)を緩和 (かんわ)させる効果 (こうか)が期待 (きたい)できます。しかしPRP (ＰＲＰ)療法 (りょうほう)のような組織 (そしき)の修復 (しゅうふく)を早 (はや)める作用 (さよう)はありません。
また、保険 (ほけん)適応外 (てきおうがい)の治療 (ちりょう)になります。
PRP療法 (りょうほう)と同様 (どうよう)に注射 (ちゅうしゃ)であるため、注入 (ちゅうにゅう)に伴 (ともな)う痛 (いた)み、腫 (は)れなどはほとんど変 (か)わりません。ヒアルロン酸 (さん)は医 (い)薬品 (やくひん)として承認 (しょうにん)されているものもあり、品質 (ひんしつ)管理 (かんり)された安全性 (あんぜんせい)の高 (たか)いものですが、アレルギー反応 (はんのう)などの可能性 (かのうせい)は完全 (かんぜん)には否定 (ひてい)できません。
② 非 (ひ)ステロイド性抗 (せいこう)消炎 (しょうえん)薬 (くすり)
炎症 (えんしょう)を抑 (おさ)え、痛み (いたみ)を和 (やわ)らげる作用 (さよう)があります。PRP療法 (りょうほう)のような組織 (そしき)の修復 (しゅうふく)を早める (はやめる)作用 (さよう)はなく、対症 (たいしょう)療法 (りょうほう)になります。内服 (ないふく)や外用 (がいよう)（塗 (ぬ)り薬 (くすり)、貼 (は)る薬 (くすり)）など様々 (さまざま)な種類 (しゅるい)があり、注入 (ちゅうにゅう)に比 (くら)べて低侵襲 (ていしんしゅう)で済 (す)みます。
1. ステロイド性抗 (せいこう)炎症 (えんしょう)薬 (やく)
　ステロイド性 (せい)抗 (こう)炎症 (えんしょう)薬 (やく)には、炎症 (えんしょう)を強 (つよ)く抑 (おさ)える作用 (さよう)があります。症状 (しょうじょう)は大 (おお)きく改善 (かいぜん)する可能性 (かのうせい)はありますが、組織 (そしき)が弱 (よわ)くなったりするなどの副作用 (ふくさよう)がでることがあり、頻 (ひん)回 (かい)投与 (とうよ)は困難 (こんなん)です。また、PRP療法 (りょうほう)のような組織 (そしき)の修復 (しゅうふく)を早 (はや)める作用 (さよう)はありません。PRP療法 (りょうほう)と同様 (どうよう)に注射 (ちゅうしゃ)であるため、注入 (ちゅうにゅう)に伴 (ともな)う痛 (いた)み、腫 (は)れなどはほとんど変 (か)わりません。

8. 治療 (ちりょう)にかかる費用 (ひよう)について	
[bookmark: _Hlk1414379]この治療 (ちりょう)は、健康 (けんこう)保険 (ほけん)が適用 (てきよう)されない自由 (じゆう)診療 (しんりょう)で、費用 (ひよう)は、2ccあたり49,500円 (えん)（税込 (ぜいこみ)）です。ご不明 (ごふめい)な点 (てん)は医師 (いし)・スタッフ (すたっふ)にお尋 (おたず)ねください。

9.健康 (けんこう)被害 (ひがい)が発生 (はっせい)した際 (さい)の処置 (しょち)と補償 (ほしょう)等 (とう)について
この治療 (ちりょう)が原因 (げんいん)で起 (お)こった健康 (けんこう)被害 (ひがい)に対 (たい)し、当院 (とういん)はただちに必要 (ひつよう)最善 (さいぜん)の治療 (ちりょう)を行 (おこな)います。また患者 (かんじゃ)さまとの協議 (きょうぎ)に応じ (おうじ)ます。健康 (けんこう)被害 (ひがい)が発生 (はっせい)した場合 (ばあい)に備 (そな)え、当院 (とういん)は大分県 (おおいたけん)医師会 (いしかい)損害 (そんがい)賠償 (ばいしょう)保険 (ほけん)に加入 (かにゅう)しています。

10. 治療 (ちりょう)を受ける (うける)ことを拒否 (きょひ)することについて	
この治療 (ちりょう)を受ける (うける)か拒 (きょ)否 (ひ)するかは、ご自身 (じしん)の自由 (じゆう)な意思 (いし)でお決 (おき)めください。説明 (せつめい)を受 (う)けた後 (あと)に同意 (どうい)されない場合 (ばあい)でも、一切 (いっさい)不利益 (ふりえき)を受 (う)けることはありません。また同様 (どうよう)に、治療 (ちりょう)を受 (う)けることに同意 (どうい)した場合 (ばあい)であっても、投与 (とうよ)までの間 (かん)でしたらいつでも取 (と)りやめることができます。この場合 (ばあい)でも、一切 (いっさい)不利益 (ふりえき)を受 (う)けません。
ただし、治療 (ちりょう)を行 (おこな)った後 (あと)は、健康 (けんこう)管理 (かんり)のために必要 (ひつよう)に応 (おう)じて適切 (てきせつ)な検査 (けんさ)を受 (う)けていただき、医学的 (いがくてき)に問題 (もんだい)がないかを確認 (かくにん)させていただきます。

11. 個人 (こじん)情報 (じょうほう)保護 (ほご)について	
「個人 (こじん)情報 (じょうほう)の保護 (ほご)に関する (かんする)法律 (ほうりつ)」に基 (もと)づき、当院 (とういん)の個人 (こじん)情報 (じょうほう)取扱 (とりあつかい)実施 (じっし)規程 (きてい)に基 (もと)づき、患者 (かんじゃ)さまの氏名 (しめい)や病気 (びょうき)のことなどの個人 (こじん)のプライバシーに関 (かん)する秘密 (ひみつ)は固 (かた)く守 (まも)られ、患者 (かんじゃ)さまに関する (かんする)身体 (しんたい)の状態 (じょうたい)や記録 (きろく)など、プライバシーの保護 (ほご)に充分 (じゅうぶん)配慮 (はいりょ)いたします。
[bookmark: _GoBack]
12. 診療 (しんりょう)記録 (きろく)の保管 (ほかん)について	
本治療 (ほんちりょう)の診療 (しんりょう)記録 (きろく)は、法律 (ほうりつ)の定 (さだ)めに従 (したが)い最終 (さいしゅう)診療 (しんりょう)日 (び)より原則 (げんそく)10 (１０)年間 (ねんかん)保管 (ほかん)いたします。

13. その他 (た)	
· 担 (たん)当医 (とうい)の他 (ほか)に、看護師 (かんごし)などの医療 (いりょう)スタッフ (すたっふ)が必要 (ひつよう)な処置 (しょち)を担当 (たんとう)する事 (こと)があります。
· 当院 (とういん)では、PRP注入 (ちゅうにゅう)療法 (りょうほう)を受 (う)けられたすべての患者 (かんじゃ)さまに、術前 (じゅつぜん)術後 (じゅつご)の診察 (しんさつ)時 (じ)に施術 (せじゅつ)部位 (ぶい)の撮影 (さつえい)を行 (おこな)っております。ご協力 (きょうりょく)を宜 (よろ)しくお願 (ねが)いいたします。
· 患者 (かんじゃ)さまご自身 (ごじしん)から得 (え)られた血液 (けつえき)および再生 (さいせい)医療 (いりょう)等 (とう)に用 (もち)いる情報 (じょうほう)について、将来 (しょうらい)の研究 (けんきゅう)のために用 (もち)いられるまたは他 (た)の医療 (いりょう)機関 (きかん)に提 (てい)供 (きょう)する可能性 (かのうせい)はありません。

14. お問合せ先 (おといあわせさき)
健康 (けんこう)被害 (ひがい)が疑われる (うたがわれる)ご相談 (ごそうだん)および問い合わせ (といあわせ)等 (とう)に対する (たいする)再生 (さいせい)医療 (いりょう)担当 (たんとう)窓口 (まどぐち)に、この治療 (ちりょう)の内容 (ないよう)について、わからないことや、疑問 (ぎもん)、質問 (しつもん)、もう一度 (いちど)聞 (き)きたいこと、さらに詳 (くわ)しく知 (し)りたい情報 (じょうほう)などがありましたら、遠慮 (えんりょ)せずにいつでもお尋 (たず)ねください。治療 (ちりょう)が終 (お)わった後 (あと)でも、わからないことがあればお答 (こた)えいたします。
いつでも相談 (そうだん)窓口 (まどぐち)にご相談 (そうだん)下 (くだ)さい
猿渡整形外科スポーツリハクリニック 外来受付
電話番号 097-593-0008(代表)  


患者 (かんじゃ)様 (さま)記入欄 (きにゅうらん)
自家 (じか)多血小板 (たけっしょうばん)血漿 (けっしょう)注入 (ちゅうにゅう)療法 (りょうほう)（自家 (じか)PRP）　同意書 (どういしょ)

≪説明 (せつめい)事項 (じこう)≫
□　自家 (じか)PRP療法 (りょうほう)を受 (う)ける１３歳 (さい)以上 (いじょう)の未成年 (みせいねん)の患者 (かんじゃ)さまの場合 (ばあい)
□　はじめに
□　1. PRP注入 (ちゅうにゅう)療法 (りょうほう)とは
□　2. PRPに含まれる (ふくまれる)主 (おも)な成長 (せいちょう)因子 (いんし)とその働き (はたらき)
□　3. 治療 (ちりょう)の目的 (もくてき)
□　4. 治療 (ちりょう)の長所 (ちょうしょ)・メリット
□　5. 治療 (ちりょう)の短所 (たんしょ)・デメリット
□　6. 治療 (ちりょう)の方法 (ほうほう)
□　7. 他 (た)の治療法 (ちりょうほう)との比較 (ひかく)
□　8. 治療 (ちりょう)にかかる費用 (ひよう)について
□　9. 健康 (けんこう)被害 (ひがい)が発生 (はっせい)した際 (さい)の処置 (しょち)と補償 (ほしょう)等 (とう)について　
□　10. 治療 (ちりょう)を受ける (うける)事 (こと)を拒否 (きょひ)する事 (こと)について
□　11. 個人 (こじん)情報 (じょうほう)の保護 (ほご)について
□　12. 診療 (しんりょう)記録 (きろく)の保管 (ほかん)について
□　13. その他 (た)
□　14.お問 (と)い合 (あ)わせ先 (さき)（再生 (さいせい)医療 (いりょう)等 (とう)担当 (たんとう)窓口 (まどぐち)）


私 (わたし)は、自家 (じか)多血小板 (たけっしょうばん)血漿 (けっしょう)（自家 (じか)PRP (ＰＲＰ)）注入 (ちゅうにゅう)療法 (りょうほう)について上記 (じょうき)の事項 (じこう)について充分 (じゅうぶん)な説明 (せつめい)を受け (うけ)、内容 (ないよう)等 (とう)を理解 (りかい)しましたので、治療 (ちりょう)を受 (う)けることに同意 (どうい)します。

年月日

患者 (かんじゃ)さま署名 (しょめい)
		

年月日

代諾者 (だいだくしゃ)様 (さま)署名 (しょめい)（患者 (かんじゃ)さまとの関係 (かんけい)：　　　）

		

病院記入欄

　　　　　　　　　　　　様の自家多血小板血漿（自家PRP）注入療法について上記説明を行いました。

年	月	日

	担当医署名

猿渡整形外科スポーツリハクリニック　		


患者 (かんじゃ)さま記入欄 (きにゅうらん)
自家 (じか)多血小板 (たけっしょうばん)血漿 (けっしょう)（自家 (じか)PRP (ＰＲＰ)）注入 (ちゅうにゅう)療法 (りょうほう)　同意 (どうい)撤回書 (てっかいしょ)



私 (わたし)は、自家 (じか)多血小板 (たけっしょうばん)血漿 (けっしょう)（自家 (じか)PRP）注入 (ちゅうにゅう)療法 (りょうほう)について充分 (じゅうぶん)な説明 (せつめい)を受け (うけ)、本治療 (ほんちりょう)の内容 (ないよう)等 (とう)を理解 (りかい)し、治療 (ちりょう)を受 (う)けることに同意 (どうい)しましたが、その同意 (どうい)を撤回 (てっかい)いたします。

年月日

患者 (かんじゃ)さま署名 (しょめい)

		

年月日

代諾者 (だいだくしゃ)様 (さま)署名 (しょめい)（患者 (かんじゃ)さまとの関係 (かんけい)：　　　）

		




病院記入欄


　　　　　　　　　　　　様の自家多血小板血漿（自家PRP）注入療法について、同意撤回を受諾しました。

年	月	日


	担当医署名

猿渡整形外科スポーツリハクリニック　		　　　
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